
写真－１ セミナーの講習の様子（東京開催）

大規模な都市開発に伴う交通を事前に見通し、対

策を検討することは、良好な都市と交通を実現する

上で重要な課題です。このために、国土交通省は

「大規模開発地区関連交通計画マニュアル」を公表

しており、最新の知見に基づいて２００７年３月、改

訂を行いました。当財団は、このマニュアルの作成、

改訂に携わって参りましたが、今回の改訂にあたっ

て、大規模開発地区関連交通計画の基本、マニュア

ルの中心的な内容である交通量予測の方法、改訂内

容などについて、趣旨、内容、根拠となるデータ分

析を詳しく解説した解説書を出版したところです。

また、この解説書で示されたマニュアルの趣旨や改

訂内容の理解を深め、マニュアルの適切な利用を推

進するため、国土交通省の後援をいただき、セミナー

を開催いたしました。

セミナーの内容と講演者
東京・大阪：大規模都市開発と関連交通計画の論点

…�計量計画研究所 常務理事 矢島 隆

東京・大阪：マニュアルと改訂内容・計算方法の解説

…�計量計画研究所 都市交通研究室長 中野 敦

東京・大阪：マニュアル改訂の趣旨、活用状況紹介

…国土交通省都市・地域整備局都市計画課

都市計画調査室 課長補佐 青柳 太

東京：東京都におけるマニュアル運用について

…東京都都市整備局都市づくり政策部

土地利用計画課長 砂川俊雄

大阪：大阪市における拠点開発とその交通対策について

…大阪市計画調整局計画部都市計画担当課長

高橋 徹

東京：大手町・丸の内・有楽町地区の都市開発と地域

ルール

…三菱地所� 代表取締役 専務執行役員 長島俊夫

大阪：事例からみた大規模都市開発の展望

…大阪工業大学教授・リエゾンセンター長

立命館大学総合理工学研究機構客員教授

村橋正武

このセミナーは、大規模都市開発に携わる行政官

や実務者を対象に、東京と大阪で開催しました。内

容は、別記のとおりですが、国土交通省ならびに当

財団からのマニュアル解説に加え、マニュアルを活

用している行政機関からの運用状況のご紹介、学識

経験者やデベロッパーによる大規模都市開発に関す

るご講演もいただきました。参加者は、東京開催約

１８０名、大阪開催約１２０名でした。

なお、IBSでは、前述のとおりマニュアルに関する

解説書（本誌 P７３参照）を出版しておりますので、都

市開発、都市交通に携わる方は、是非、ご覧ください。

セミナーの概要
＜東京開催＞

日時：２００８年６月２５日（水）

場所：すまい・るホール（住宅金融支援機構内）

参加者：約１８０名

＜大阪開催＞

日時：２００８年７月２５日（金）

場所：建設交流館 ７０２会議室

参加者：約１２０名

＊都市計画 CPD プログラム認定

＊土木学会継続教育（CPD）プログラム認定

（都市交通研究室 中野 敦）

講習会開催報告

大規模開発地区関連交通計画セミナー

主催：（財）計量計画研究所 日時：２００８年６月２５日（東京）、７月２５日（大阪）

後援：国土交通省 場所：すまい・るホール（東京）、建設交流館（大阪）
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